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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業）） 
分担研究報告書 
 

自己免疫性出血症治療の「均てん化」のための実態調査と「総合的」診療指針の作成 
に関する研究 

 
分担研究課題 実験の実施（主にV/5因子抗体症例） 

 
研究分担者 森兼啓太 山形大学医学部附属病院 准教授 

 
研究要旨：第 IX因子阻害活性が疑われる症例における凝固異常症の診断と詳細
な因子解析を行った。 

Ａ．研究目的 
 後天性の原因不明の出血の素因の診断および解析
を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
血友病 B 補充療法中にアナフィラキシーショック
を引き起こした症例 1 例の解析を行った。各種血液
凝固関連臨床検査に加えて、凝固因子（VIII、IX、
XI、XII）値、およびそれらの因子に対するインヒビ
ター値をべセスダ法にて定量測定した。更に、治療
の経過に伴って凝固因子およびインヒビター活性を
測定した。 
（倫理面への配慮） 
患者情報は連結不可能匿名化して行い、情報管理
を徹底して行った。 
 
Ｃ．研究結果 
凝固第 IX因子活性の低下があり、インヒビターに
よるものと推定された。（詳細は、分担研究者の尾崎
の研究報告書にて報告する） 
 
Ｄ．考察 
後天性出血性疾患に関しては、その疫学や素因に
関して不明な点が多い。更に、血液凝固の機序に関
与する凝固因子をはじめとする様々な因子のいずれ
か一つが欠落しても出血性疾患に至る可能性があり、
詳細な病態把握が治療に不可欠である。本研究班で
は、様々な凝固因子の障害に関して分担して研究を
進めており、我々は今回、第 IX因子の障害に起因す
ると考えられる症例に対して障害の本態を検討した。 

その結果、インヒビターによる生涯という病態が
推定された。このような詳細な検討を今後も重ねて
いくことにより、後天性出血性疾患に対する理解が
更に深まり、早期診断と治療に結びつけることがで
きると考えられた。 
 
Ｅ．結論 
第 IX 因子の障害に起因すると考えられる出血性
疾患の 1 症例を解析した。インヒビターによる障害
が推定された。このような詳細な検討を今後も重ね
ていくことにより、後天性出血性疾患に対する理解
が更に深まり、早期診断と治療に結びつけることが
できると考えられた。 
 
Ｆ．健康危険情報 
（総括研究報告書にまとめて記入した） 

 
Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 
 なし 
 2.  学会発表 
 なし 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし 
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